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I. 天 文 学 史

1. 太陽 ・月 及び星 座を刻 んだ バビロ=. アの境

界石標 ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥1

2. 古 代欧 州人が太陽 観測 のために 造っ た石列‥・1

3. 北 京に ある天 球儀‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥ ‥‥‥‥‥1

4. ハ ーシェル の大望 遠鏡(120cm) ‥‥ ‥‥‥‥I

5. 中 世紀 の天文 家‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥1

6. 南 宋, 淳 祐天文図( 蘇 州孔子 廟)‥‥ ‥‥‥‥1

7. ガリレ イの望遠 鏡‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥1

8. ヘエ リウスの月面 図(1647 年) ‥‥‥‥ ‥‥‥1

9. 創 立当時 の グリ ーニ ッチ天文台 ‥‥‥‥ ‥‥‥1

II. 天 文 器 械(1)

1. 気泡 八分 儀に よる太陽観 測‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥2

2. 東京 天文台 の時計 室‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥2

3. 子午 儀観 測‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥2

4. ハ ムブル ク天文台 の子午 環‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥2

5. 写 真 観測用天 頂 儀(P.z.T.) の頭 部 … ……2

6. グ リーニッ チ天文台 の子午 環‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥2

7. ポッ ダ ム天文台 の80cm 屈折望遠 鏡… ……2

8. パ ロマ ー天文台 の500cm 反 射望遠 鏡‥‥ ‥‥2

9. リ ク天 文台 の90cm 屈折望 遠鏡 の接眼部‥ ‥2

III. 天 文 器 械(3)

1. パロ マ ー天文台 の122cm シュ ミット・ カ

メ ラ‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥3

2. ハ ムブル ク天文 台 の250cm 反射鏡 ‥‥‥‥‥3

3. 襖式光 度計‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥3

4. ヴィ クト リア天文台( カナダ) の183cm 反

射望 遠鏡 に取 りつけ た 天体分光 儀‥‥ ‥‥‥‥3

5. ア ンデル セ ンの精 密光度 計‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥3

6. ア ッベ式比 較測 微計‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥3

7. マ クド ナルド天文台82 のイ ンチ反射 鏡の

光電 測光装 置‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥3

8. セシ ウム原 子時計 ‥‥‥‥ ‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥3

9. ツァイス の3 個プ リズ ム天 体分光 器‥‥‥ ‥‥3

IV. 天 文 器 械(3)

1. コロ ナグ ラフ( 乗鞍 岳 コロナ観測所) ‥‥‥ ‥4

2. 単光太陽 写真 儀‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥4

3. フ ラッ シ ャー天体写真 儀( 東京天文台) ‥‥ ‥4

4. ツァイ ス製プ ラ ネリウ ム( 新型)‥ ‥‥‥‥ ‥4

5. 流 星写 真儀( 東京天文 台)‥ ‥‥'‥‥‥ ‥‥ ‥4

6. 光電式掩 蔽観 測用反 射赤 道 儀‥‥‥‥ ‥‥‥‥4

7. 夜 光観 測受 光器( 南 極観測船 宗谷)‥‥ ‥‥‥4

8. 極光撮影 用全天 カ タラ( 南極 大陸 昭和 基地)‥4

V. 天 体 電 波 観 測 機

1. 米国, 国立 天文台 の92m 電波望 遠鏡‥ ‥‥‥5

2. プフェ ルト リ コの300m 固定球 面鏡 … ……5

3. ソ連天 体電波 研究所 の22m 電波望 遠鏡5

4. ジョ ドレル ・バ ン ク観測所 の76m 電 波望

遠鏡 ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥5

5. ケ ムブリッヂ大 学 の固 定ア ンテ ナ‥‥‥‥ ‥‥5

6. 東 京天文台 の10m 電波 望遠鏡 と干渉 計‥‥・5

7. オ ースト ラリア, パ ー クスの64m 電 波望

遠 鏡‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥5

VI. ロ ケ ッ ト

1. ラムダ3 型 ロヶ ツト‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥6

2. サ ター ンV ロケット‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥6

3. サ ター ンSA-61 ロzケット ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥6

4. ヴァ スト ーク・ ロ ケット‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥6

5. サat.―ズ・ ロケット‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥6,

VII. 人 工 天 体

1. レン ジャ ー8 号‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥7

2. ソ連 の金 星第人 探測機‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥7

3. ジェ ミニ3 号‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥ ‥‥‥7

4. 整 備中 のヴ ァスホ ード‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥7

5.12 人乗 り宇宙 ステ ーショ ン7

VIII. 天 文 台

1. パ ロマ ー天文 台500cm 赤 道 儀室‥ ‥‥‥ ‥‥8

2. 岡山天 体物 理観測所 ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥8

3. ハ ーヅ ード大学 クライマ ッ クス山頂 観測所‥.8

4. 南阿 プレト リア のラド クリフ天文台 ‥‥‥‥‥8

5.PicduMidi コロナ観測所 ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥8

6. パ リ天 文台‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥8

7. マ クマス・ ハルバ ード天文台 の太陽 塔‥‥‥‥8

8. クリ ミヤ天体 物理 観測所‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥8

9. ポッ ダム天文台 全景‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥8

IX. 地 球

1. アポ ロ8 号が撮 影した 地球‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥9

2. 中 位 の高 さに現 われる 高積雲‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥9

3. 最 も低 くて厚い 積乱雲‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥9

4. 気象 圏 の最高層に 現わ れる巻雲‥ ‥‥‥‥ ‥‥9

5. 極光のい ろいろ(I) ‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥9

6. 極 光のい ろいろ( Ⅱ) ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥9

X. 惑 星

1. 金星 の紫外線 写真‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥ ‥‥‥‥10

2.1928 年 の木 星‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥10

3. 水星 の太陽面 通過‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥ ‥‥‥‥10

4. 火星 の写真‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥10

5.500cm 大反 射鏡で撮 影した木 星‥‥‥ ‥‥‥10

6.1941 年 の火星 ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥10

7.-1941 年10 月21 日 の土 星‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥10

8. 土 星 の諸相‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥10

XI. 火 星 の 近 接 写 真

1. マリ ナー4 号 の構造‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥11

2. マリナ ー7 号 の撮影した 写真‥‥ ‥‥‥ ‥‥11

3. マリナ ー4 号 の撮影した9 枚目 の写真‥‥ ‥11

4. マリ ナー6 号 の広 角撮影 の写真‥ ‥‥‥ ‥‥11

XII. 月 と 衛 星

1. 秤 動に。よる月周縁 部 の変化 ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥12

2. チ コ環状山 の近接写 真‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥12

3. 人類 最初 の月 の裏面 写真‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥12

4. 月食写 真‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥12

5. 海王 星 とト リ ート ン‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥12

6. 天王星 の五衛 星‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥12

7. 木 星 とそ の衛星 の掩蔽‥ ‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥12



XIII. 月 の 裏 側

1. 直径160km の無名の環状山‥‥‥‥‥‥‥13

2. 垂直上方がら撮影したクレーター‥‥‥‥‥13
3- 光条を放射するクレーター‥‥‥‥‥‥‥‥13

4. クレータ- と月平線‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13

XIV. 彗 星 と 黄 道 光

1.1908 年9 月29 日のモーアハウス彗星‥‥‥14
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